第２章　気象
年間概況
昭和51年の大阪の年間気象は、平均気温で15.9度 （平年より0.3度高い）､同湿度64パーセント（平年より７パーセント低い）､降水量1,500ミリ （平年より110ミリ多い）であった。
　季節的には、気温で２月を中心に暖冬であり、梅雨期から９月にかけて低温続きで変動が大きく、夏期には雷雨が多かった。また、９月には台風17号の影響で記録的な豪雨となり、12月末には顕著な寒波がおとずれる等、年間を通じて気象変動の大きい年であった。
月別概況
１月：気温変動の大きい月であった。 15日ごろから24日にかけては日本海側を中心に大雪となったが、太平洋側は乾燥状態が続き、降水量は観測史上第２位の少雨を記録した。従って日照時間も長く、又強風の日も多かった。
２月：高温多雨で気象変動の大きい日が続いた。日本海や南岸を次々と低気圧が通って冬型は長続きせず、特に南岸に前線停滞することが多く、従って雨量は平年の倍に達した。春一番は28日の低気圧によってもたらされた。
３月：月の前半の気温は高めに経過したが後半は低めで曇雨天の日が多く、特に12、17、26、29日は天気を大きくくずした。又下旬はじめには冬型気候となり大阪で俄雪が降った。
４月：気温の変動は大きく前半寒の戻りで山地は小雪となり、中旬以後は比較的高めであった。低気圧は周期的に通り15日は大きくくずれ、23、26、29日も雨だったが、とくに23日は前線の通過で雷雨となり、その前日の22日は濃霧であった。
５月：月の初めは低温で天気はぐずつき、特に１日は激しい突風と雷雨を伴った所もあった。下旬は高温で走り梅雨に入り、雨量も後半が多く19日は41ミリ、21日には山陰沖低気圧で60ミリを記録した。
６月：梅雨入りは５日で平年より４日早く、上旬の後半と下旬の前半に雨量が多く、特に９日から11日は大雨になった。中旬は雷雨性の雨が各地で発生し、下旬に入って25日までは梅雨前線の活動が活発だったが、その後は北の高気圧におおわれ梅雨も中休みとなった。
７月：上旬の気温はかなり低温で梅雨前線は活発であり、特に７日は雷雨性の大雨となり、中旬は不活発で梅雨明けは平年より４日遅く20日となった。 27、28日は雹を伴う雷雨で各地に被害が出た。台風は９号から12号まで発生したが影響はなかった。
８月：上旬を中心に低温が多く、18日までは連日のように雷雨性の降雨があり、特に３日と16日は突風を伴ったため被害が発生した。台風は13号から16号まで発生した。
９月：低温傾向は月なかば以降更に顕著で、10日から13日にかけては台風17号が西日本を迷走したため、各地で記録的な豪雨となり大きな災害が出た。その後天気は回復したが下旬は曇雨天が続いた。月間雨量はかなり多く、特に９日には日雨量119ミリを記録した。
10月：７月から続いた夏期の低温はこの月に入ってやっと平年並になり、特に中旬は平年より高かったが下旬には早くも冬型気候となって冬の訪れを感じさせた。
11月：中旬までは高気圧におおわれて暖かかったが夜は冷えて霜や結氷を観測した。下旬は冬型となって26日には寒波第１号が西日本に南下したため初雪の所が多くみられた。
12月：下旬中頃までは弱い冬型で晴れの日も多かったが26日には強い寒波が来襲した。日本海側中心には大雪と低温が年始まで続き根雪となった。今年の台風は25号まで発生した。
